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秋
空
の
も
と
で
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
　
よ
～
く
ね
ら
っ
て
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

地
球
温
暖
化
・
異
常
気
象
に
よ
る
の
か

今
年
も
県
内
で
ク
マ
が
異
常
に
出
没
し
て

い
ま
す
。
砺
波
市
内
で
も
九
月
に
は
、
屋

根
裏
に
あ
っ
た
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
を
狙
っ
て

民
家
に
侵
入
し
た
と
こ
ろ
を
目
撃
さ
れ
る

な
ど
、
そ
の
痕
跡
が
大
量
に
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
ク
マ
の
出

没
が
予
想
さ
れ
る
地
区
で
作
業
さ
れ
る
と

き
は
、
必
ず
鈴
・
笛
及
び
ラ
ジ
オ
等
、
音

の
出
る
も
の
を
携
帯
し
て
下
さ
い
。

今
年
か
ら
の
新
し
い
事
業
と
し
て
、
「
シ

ル
バ
ー
派
遣
事
業
」
　
が
ス
タ
ー
ト
し
、
八

月
に
遺
跡
の
発
掘
作
業
が
、
又
、
こ
の
後

大
型
ス
ー
パ
ー
の
一
部
門
に
お
い
て
も
派

遣
事
業
と
な
る
予
定
で
す
。
十
月
か
ら
の

「
と
や
ま
っ
子
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
　
の
子
育
て
応
援
券
の
利
用
施
設
と
し

て
、
当
セ
ン
タ
ー
も
該
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
取
組
む
の
は
、

一
時
預
か
り
や
送
迎
、
産
前
・
産
後
の
世

話
、
掃
除
、
洗
濯
、
買
物
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
多
数
の
利
用
が
あ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
市
の
協
力
を
得
て
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
行
政
2
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
初

め
て
会
員
募
集
に
つ
い
て
放
送
し
、
シ
ル

バ
ー
の
P
R
に
努
め
ま
し
た
。
一
月
に
は

仕
事
の
募
集
に
つ
い
て
の
番
組
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
是
非
と
も
ご
覧
下
さ
い
。

今
後
と
も
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、

シ
ル
バ
ー
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
雨
池
）
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催
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折
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十
十
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．
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≠
　
午
後
か
ら
は
場
所
を
移
し
、
庄
里

”
川
敷
公
園
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
て
パ
‥

…
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

…
参
加
者
九
十
五
名
が
、
秋
空
の
も
と
京

町
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

⑳
A
コ
ー
ス

年
に
一
度
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深

め
る
こ
の
催
し
、
今
年
は
二
百
十
八
名

が
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

秋
の
収
穫
期
も
ひ
と
段
落
し
、
当
日

は
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

渋
谷
理
事
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
午

前
十
時
三
十
分
、
柳
原
和
夫
会
長
の
あ

い
さ
つ
で
開
幕
。

続
い
て
来
賓
の
安
念
砺
波
市
長
　
（
代

理
市
福
祉
市
民
部
長
藤
澤
ま
ゆ
み
氏
）

と
才
木
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
長
　
（
代
理
事
務
局
長
宮
田
和
郎

氏
）
　
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

引
続
き
、
信
田
理
事
の
司
会
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ま
ず
大
迫
力

の
郷
土
芸
能
「
天
正
い
な
ほ
太
鼓
」
、
次

に
会
員
を
含
む
六
名
に
よ
る
舞
踊
「
南

部
俵
つ
み
唄
」
。
続
い
て
再
び
会
員
と
そ

の
お
孫
さ
ん
に
よ
る
舞
踊
「
祇
園
小
唄
」
、

小
さ
な
舞
妓
さ
ん
の
踊
り
に
会
場
は
拍

手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
市
内
で
活
動
さ
れ
て
い

軌

、V、誓、∧ご洩′Vへ÷′ミ

溶 走緊 寵巌簸繍 鮮猿轡薄幸潔 主

と†、葦

遠 戚く、

あ い
さ つ を 述 べ る 柳 原 全 盛 準

あら、みごとやちゃ～

る
婦
人
コ
ー
ラ
ス
　
「
ブ
ル
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

の
歌
声
が
会
場
を
静
か
に
包
み
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

同
会
場
の
二
階
で
は
、
絵
画
や
書
、

手
芸
、
盆
栽
な
ど
の
力
作
が
並
べ
ら
れ
、

見
る
人
の
足
を
止
め
、
関
心
を
誘
っ
て
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位位位位位
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ワ
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「南部俵つみ唄」
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／
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
に
つ
い
て

手二塁

切
替
に
よ
る
会
員
と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
」
「
陪

否
し
た
事
業
所
は
あ
っ
た
か
」
　
な
ど
腰

疑
応
答
が
あ
り
、
意
見
交
流
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
時
代
に
備

え
、
多
様
な
働
き
方
の
選
択
肢
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
従
来
の
受
託
事
業
で

は
参
画
で
き
な
か
っ
た
製
造
業
に
も
就

業
機
会
が
拡
大
で
き
、
さ
ら
に
は
、
実

態
と
し
て
雇
用
関
係
に
あ
る
と
疑
わ
れ

る
よ
う
な
就
業
を
防
止
で
き
る
こ
と
か

ら
、
砺
波
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
今
年
度
か
ら
富
山
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
と
一
体
と
な
り

労
働
者
派
遣
事
業
に
取
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

既
に
八
月
よ
り
遺
跡
発
掘
作
業
に
お

い
て
派
遣
先
と
派
遣
契
約
を
取
り
交
わ

し
、
十
一
名
の
会
員
が
派
遣
労
働
者
と

し
て
働
い
て
お
り
、
今
後
も
市
内
の
大

型
ス
ー
パ
ー
へ
の
派
遣
契
約
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
企
業
側
か
ら
も
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
　
（
法
令
遵
守
）
　
の
観
点
か
ら
出

来
る
だ
け
早
く
切
り
替
え
た
い
と
の
要

望
も
あ
り
、
今
後
と
も
該
当
す
る
会
員

の
皆
さ
ん
に
は
仕
組
み
に
つ
い
て
丁
寧

に
説
明
し
な
が
ら
こ
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す

遺跡発掘作業に勤務する会員

揮司令関係

本
年
度
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業

に
取
組
む
と
い
う
こ
と
で
、
先
進
的
に

実
施
し
て
い
る
、
滋
賀
県
栗
東
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
柳
原
理
事
長
外

十
七
名
の
役
員
と
職
員
三
名
で
七
月
二

十
八
日
（
月
）
・
二
十
九
日
（
火
）
に
訪

ね
ま
し
た
。

当
日
は
砺
波
地
方
を
豪
雨
が
襲
う
と

い
う
大
変
な
目
で
あ
り
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
栗
東
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
西
村
理
事
長
の
挨
拶
の
の

ち
意
見
交
流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

熱心な意見が交わされました

派遣労働者
㌔（派遣登録している会員）逆夢

晦均衡喝鞄救済が拶夢拶＠

丁寧な説明をいただきました

今
後
の
シ
ル
バ
ー
派
遣
に
つ
い
て
」

変
参
考
と
な
り
、
有
意
義
な
研
修
会
－

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
と
し
て

環
境
問
題
、
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
学
“

こ
と
を
目
的
に
か
ぶ
と
虫
の
養
殖
事
瀕

に
取
組
ま
れ
、
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
‥
■

か
ぶ
と
虫
の
供
養
塔
が
設
置
し
て
あ
h

ま
し
た
。

長
だ
㌣
芦
舞
込

派
遣
事
業
を
取
組
む
に
当
り
、
請
負

に
そ
ぐ
わ
な
い
業
務
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

三
ケ
月
間
を
要
し
事
業
所
周
り
を
実
施
、

ま
た
、
一
度
に
沢
山
の
事
業
所
を
対
象

と
し
た
た
め
大
変
で
あ
っ
た
等
の
説
明

を
受
け
、
「
会
員
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
た
の
か
」
　
「
請
負
か
ら
派
遣
へ
の

かぶと虫の供養塔
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l日
光
方
面
へ
互
助
会
研
修
旅
行

J
J

今
年
の
九
月
三
十
日
（
火
）
か
ら
十
月

一
日
（
水
）
の
互
助
会
研
修
旅
行
は
　
「
日

光
東
照
宮
と
鬼
怒
川
温
泉
の
旅
」
　
で
し

た
。
こ
の
旅
の
目
玉
で
あ
っ
た
日
光
東

照
宮
で
の
　
『
将
軍
着
座
の
間
で
の
特
別

祈
祷
』
　
の
企
画
が
う
け
た
の
か
大
変
人

気
が
あ
り
、
大
型
バ
ス
三
台
と
も
に
満

席
近
い
総
勢
百
二
十
三
名
の
会
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

台
風
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
関
越
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
そ
こ

は
、
快
晴
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

天
気
に
恵
ま
れ
秋
の
行
楽
を
十
分
に
満

喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
群
馬
県

に
て
昼
食
を
と
り
、
冨
弘
美
術
館
を
見

学
し
、
い
ざ
日
光
方
面
へ
。
鬼
怒
川
温

泉
に
ゆ
っ
く
り
と
つ
か
り
日
頃
の
疲
れ

を
癒
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
世
界
遺
産
日
光
東
照
宮

へ
。
普
段
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
　
「
将

軍
着
座
の
問
」
　
に
て
特
別
祈
祷
を
し
て

い
た
だ
き
貴
重
な
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
華
厳
の
滝
で
は
霧
が
濃
く
滝

は
見
え
ず
、
大
迫
力
の
“
音
″
だ
け
で

あ
り
ま
し
た
が
、
中
禅
寺
湖
で
は
天
気

も
回
復
し
雄
大
な
景
色
を
堪
能
し
旅
の

良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

世界遺産の日光東照宮

八
月
一
日
　
（
金
）
午
前
六
時
よ
り
、
地
域
社
会
参
加
活

動
の
一
環
と
し
て
、
砺
波
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
互

助
会
が
中
心
と
な
り
、
砺
波
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
な
ぜ
苑
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
庄

東
セ
ン
タ
ー
）
、
庄
川
河
川
敷
の
弁
財
天
公
園
の
四
カ
所
に

分
か
れ
除
草
や
ご
み
拾
い
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
早
朝
か
ら
暑
い
日
と
な
り
、
参
加
総
数
三
百
二

名
が
心
地
よ
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

弁財天公園の様子

フ
ェ
ス
タ
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
j

総
曲
輪
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
に
て
、
十

月
十
九
日
　
（
目
）
　
に
、
『
と
や
ま
シ
ル
バ

ー
人
材
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
8
』
　
が
開
催

さ
れ
、
砺
波
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
も
役
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
で
第
六
回
目
と
な
る
フ
ェ
ス
タ

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
、

よ
り
一
層
県
民
に
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
と
世
代
交
流
ブ
ー
ス
や

体
験
コ
ー
ナ
ー
等
を
目
玉
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

屋
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
、
ぽ

か
ぽ
か
陽
気
で
汗
ば
む
程
の
日
と
な
り
、

午
前
十
時
の
開
幕
を
前
に
グ
ラ
ン
ド
プ

ラ
ザ
は
た
く
さ
ん
の
人
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
お
客
さ
ん
は
、
素
人

離
れ
し
た
会
員
の
趣
味
の
作
品
展
を
見

学
し
、
特
産
品
・
独
自
産
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
で
お
土
産
を
買
い
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

◎
◎
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●
配
分
金
支
払
い
日
案
内
〇

十
一
月
十
四
日
（
金
）

十
二
月
十
五
日
（
月
）

平
成
二
十
一
年
　
一
月
十
五
日
（
木
）

二
月
十
三
日
（
金
）

三
月
十
三
日
（
金
）

四
月
十
五
日
（
水
）

⑳
る
人
◎
く
人

砺波市SCブースの様子

◇
新
　
任
　
　
芦
田
一
美

◇
退
　
職
　
　
横
川
　
紗
代

（
九
月
三
十
日

永
き
に
わ
た
り
シ
ル
バ
ー
人
材
七

夕
ー
事
業
の
発
展
振
興
に
ご
尽
力
い

だ
い
た
、
横
川
紗
代
さ
ん
が
九
月
末

を
も
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
足
掛

二
十
年
間
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

事
務
所
に
大
き
な
穴
が
空
い
た
よ

で
す
が
事
務
局
全
員
で
協
力
し
合
い

今
ま
で
以
上
に
シ
ル
バ
ー
事
業
が
発
■

し
て
い
く
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

と
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
紙
面
を
借
り
ま
し
て
感
謝
■

し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
S
討


